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本願寺道路終点記念碑
（平岸２条１８丁目）

国
道
３６
号

国
道
３６
号
は
豊
平
区
内
を
北
西

か
ら
南
東
に
走
る
交
通
の
大
動
脈

で
す
。
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
、

当
時
の
箱
館
奉
行
が
、
銭
箱
（
現

在
の
小
樽
市
銭
函
）
か
ら
札
幌
を

経
て
千
歳
ま
で
の
区
間
、
道
路
の

開
削
工
事
に
着
手
し
た
の
が
始
ま

り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
通
し
た

ご
え

道
路
は
、「
札
幌
越
新
道
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
開
拓
使
は
、
開
拓
指

導
の
た
め
に
招
い
た
ア
メ
リ
カ
人

・
ケ
プ
ロ
ン
の
構
想
に
基
づ
く
提

案
を
受
け
入
れ
、
函
館
か
ら
室
蘭

を
経
て
札
幌
に
至
る
ま
で
の
道
路

を
造
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
工

事
は
、
明
治
五（
一
八
七
二
）年
に

始
め
ら
れ
、明
治
六（
一
八
七
三
）

年
に
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
道
路

は「
札
幌
本
道
」と
呼
ば
れ
、
亀
田

村
か
ら
森
町
、
森
町
か
ら
航
路
で

室
蘭
に
渡
海
、
室
蘭
か
ら
鷲
別
・

千
歳
を
経
て
札
幌
に
至
る
日
本
初

の
長
距
離
馬
車
道
で
す
。
こ
の
う

ち
室
蘭
か
ら
札
幌
ま
で
の
区
間
は

「
室
蘭
街
道
」と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。

「
国
道
３６
号
」
と
し
て
開
通
し

た
の
は
、
今
か
ら
五
十
一
年
前
の

昭
和
二
十
八（
一
九
五
三
）年
の
こ

と
で
す
。
特
に
札
幌
―
千
歳
間
は
、

わ
ず
か
一
年
余
り
の
突
貫
工
事
で
、

総
延
長
三
四
・
五
㌔
㍍
、
道
内
で

は
初
の
本
格
的
な
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
道
路
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

区
間
の
道
路
は
「
弾
丸
道
路
」
と

呼
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
由
来
で
す

が
、
弾
丸
の
よ
う
に
ス
ピ
ー
ド
が

出
せ
る
か
ら
だ
と
か
、
急
ピ
ッ
チ

で
工
事
が
進
め
ら
れ
た
か
ら
だ
と

か
、
終
戦
後
米
軍
が
駐
留
し
て
い

た
こ
ろ
、
弾
薬
を
積
ん
で
運
ん
だ

か
ら
だ
と
の
説
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
交
通
量
は
増
加
し
、

交
通
事
故
も
多
く
発
生
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
月
寒
坂
下
か
ら
月
寒

市
街
地
の
部
分
の
道
幅
を
昭
和
三

十
三（
一
九
五
八
）年
に
拡
張
し
舗

装
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。当
時

豊
平
町
役
場
が
あ
っ
た
場
所（
現

「
つ
き
さ
っ
ぷ
中
央
公
園
」）に
は
、

拡
張
と
舗
装
の
完
成
を
記
念
し
て

建
て
ら
れ
た
記
念
碑
が
あ
り
ま
す
。

国
道
３６
号
は
、
安
政
四
年
以
来
、

道
路
の
整
備
・
改
良
を
繰
り
返
し
、

百
四
十
年
以
上
に
わ
た
り
、
ま
ち

の
発
展
を
支
え
て
い
ま
す
。

本
願
寺
道
路

開
拓
当
初
、函
館
か
ら
札
幌
へ

の
道
路
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
。明
治
二（
一
八
六
九
）年
に
、

東
本
願
寺
が
道
路
の
開
削
を
政
府

に
請
願
し
、明
治
三（
一
八
七
〇
）

年
、平
岸
か
ら
定
山
渓
、中
山
峠
を

経
由
し
て
有
珠
ま
で
の
道
路
（
国

道
２３０
号
の
前
身
）
の
開
削
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
東
本
願
寺
は
百
人

余
り
の
開
拓
隊
を
北
海
道
に
派
遣

し
、道
路
を
切
り
開
い
た
の
で
す
。

こ
の
道
路
は
本
願
寺
道
路
と
呼
ば

れ
、
明
治
四（
一
八
七
一
）年
に
完

成
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
平

岸
二
条
一
八
丁
目
に
は
、
本
願
寺

道
路
終
点
記
念
碑
が
あ
り
ま
す
。

水
源
池
通

水
源
池
通
は
西
岡
水
源
池
か
ら

北
方
向
に
札
幌
大
学
、
月
寒
体
育

館
を
経
由
し
て
白
石
区
の
厚
別
通

に
つ
な
が
る
道
で
す
。
西
岡
は
明

治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
こ
ろ

に
月
寒
地
区
の
一
部
と
し
て
開
拓

が
始
ま
り
、
開
拓
者
は
、「
シ
カ

道
」
と
呼
ば
れ
る
シ
カ
の
通
り
道

を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
ず
い
ぶ
ん
曲
が
り
く
ね
っ
た

道
に
な
っ
て
い
ま
す
。
明
治
二
十

九（
一
八
九
六
）年
に
月
寒
に
設
置

さ
れ
た
陸
軍
歩
兵
第
二
十
五
連
隊

に
給
水
し
た
月
寒
水
道
の
維
持
管

理
の
た
め
に
利
用
さ
れ
整
備
さ
れ

ま
し
た
。
水
源
池
通
は
、
開
拓
の

初
期
か
ら
地
域
の
重
要
な
幹
線
道

路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
と
昔
を
つ
な
ぐ
豊
平
の
道

豊
平
区
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
遷
を
経
て
現
在
に

至
る
道
が
あ
り
ま
す
。
今
月
は
区
内
の
主
な
道
の

歴
史
を
た
ど
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

月寒中央通９丁目付近（昭和８年ごろ）

水源池通（西岡、昭和２８年）

現在の国道３６号（豊平３条８丁目）

現在の水源池通（西岡３条８丁目付近）

国道３６号拡張記念碑
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